
別紙１　施行規則第９条第２項第３号の書類の例
	　
                                                                年　　月　　日
（あて先）八尾市長

	                         申請者

	氏名
住所
	 

	　
　環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律施行規則第９条第２項第３号に基づき下記のとおり説明します。
記
　申請者は（※）、環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律第20条第４項各号に規定する欠格条項には該当していません。
　


備考
１  ※の「申請者は」は、「私は」、「当財団は」、「当団体は」、「当社は」等と記載する。
２　申請者が法人その他の団体の場合にあっては、「氏名」については、法人その他の団体の名称及び代表者の氏名を記載し、「住所」については、主たる事務所の所在地を記載すること。
３ 　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
別紙２　事業の実績を記載した書類の例
	事業年度
	○○年度

	体験の機会の場で行った事業の内容
	事業の実施場所
	所要時間
	実施回数
	事業の対象者及び
参加者数

	
	
	
	
	対象者については、
どのような者を対象としたかを記載する。
（例えば、「18歳以上」）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


別紙３　事業計画書の例
○年度事業計画書
	体験の機会の場で行う
事業の内容
	事業の
実施場所
	所要時間
	実施回数
	事業の対象者
及び参加定員数
	参加費用

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


別紙４　収支予算書の例
○年度収支予算書
	収　　入（※１）
	支　　出（※２）

	項　目
	収　入　額
	項　目
	支　出　額

	○○○費
	○○○円
	
	

	合計A
	
	合計B
	


	Ａ＞Ｂの場合の剰余金の使途について
（※３）
	　


備考
※１　参加費等による収入、助成金等を記載する。また、事業主からの持ち出し金があれば、それについても記載する。
※２　講師謝金、場所代、人件費、庶務費等、本事業を実施するためにかかる費用を記載する。
※３　収入が支出を上回った場合の使途について記載する。例えば、「次年度の事業への繰り越し」、「○○購入のために積み立てる」などと記載する。
別紙４の２　施行規則第９条第２項第６号の書類の例
	参加者・実施者の安全管理体制
	安全管理責任者　
	（職名・氏名）

	
	安全管理の概要
	〈緊急時の対応（連絡体制等を含む）〉


	
	
	〈スタッフへの事前講習〉
□実施あり　　
□実施なし（今後の対応：　　　　　　　　　　　）

	
	
	〈安全マニュアルの整備〉
□あり（写しを１部添付）
□なし（今後の対応：　　　　　　　　　　　）

	土地・建物の安全管理
	危険箇所の安全対策
	〈危険箇所の有無〉
□なし　　
□あり（具体的箇所：　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	〈危険箇所の表示〉
□あり
□なし（今後の対応：　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	〈参加者の危険回避のための安全対策〉


	
	施設等の保守管理、メンテナンスの方法等
	〈点検・整備等の状況〉


	
	付属設備・備品等の保守管理、メンテナンスの方法等
	〈点検・整備等の状況〉



別紙５　施行規則第９条第２項第７号の書類の記載例
◎従事者に関する事項
	番号
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割
	知識及び経験に関する説明
（※１）
	経験等の有無
（※２）
	指導方法

（※３）

	１
	○○　○○
	全体統括
	○年
○年～○年

	○○大学○○科卒業

○○事業のプログラム実施

	◎
	

	２
	××　××
	会計、経理
	○年
	○○資格の取得
	○
	

	３
	△△　△△
	プログラム実施
	○年
	○○事業のプログラム実施
	◎
	

	４
	□□　□□
	プログラム実施補助
	
	
	×
	（例えば「番号３の者の指導の下実施する」）

	５
	
	
	
	
	
	


備考
※１　体験の機会の場で行う事業に関係する経験や学歴等を記載する。※２の分類の根拠がわかるように記載する。支援事業と無関係の学歴、職歴、経験は記載不要。
※２　施行規則第８条第１項第６号の「認定の申請に係る体験の機会の場で行う事業に一年以上従事した経験を有する者若しくはこれと同等以上の知識及び技能を有する者」に該当するかどうか、以下の分類で記載する。
　　　◎　施行規則第８条第１項第６号に規定する者の場合
　　　○　施行規則第８条第１項第６号に規定する「これと同等以上の知識及び技能を有する者」に該当する場合
　　　×　◎及び○以外の者の場合
※３　※２が「×」の場合、施行規則第８条第１項第６号の「指導の下に適切に行われるもの」に相当する指導の方法を記載する。

別紙６　施行規則第９条第２項第10号の書類の例
	同意書

	
	
	

	
	
	
	

	年　　月　　日

	○○○○（申請者）　殿
                       
	
	

	
	
	

	　下記のとおり、認定の申請に係る体験の機会の場において環境保全の意欲の増進に関する事業を実施することについて同意します。

	
	体験の機会の場の名称及び所在地
	
	

	
	体験の機会の場で行う事業の内容
	
	

	
	体験の機会の場で行う事業の対象となる者の範囲
	
	

	
	体験の機会の場で行う事業のために当該体験の機会の場を提供する期間
	　　　　　　年
	月　　　日から　　　月　　　日まで
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

　　　　　　　　　　　　　　　事業実施者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



備考
１　事業実施者が法人その他の団体の場合にあっては、「氏名」については、法人その他の団体の名称及び代表者の氏名を記載し、「住所」については、主たる事務所の所在地を記載すること。
２　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
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